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○動物の愛護及び管理に関する条例施行規則 

平成13年３月23日 

宮城県規則第27号 

改正 平成18年３月23日規則第18号 

平成20年２月26日規則第９号 

平成25年７月16日規則第67号 

令和２年３月24日規則第26号 

令和２年５月22日規則第68号 

令和４年３月31日規則第25号 

令和７年１月21日規則第11号 

令和７年９月30日規則第127号 

令和８年３月31日規則第35号 

動物の愛護及び管理に関する条例施行規則をここに公布する。 

動物の愛護及び管理に関する条例施行規則 

危険な動物の飼養及び保管に関する条例施行規則（昭和54年宮城県規則第10号）の全部を

改正する。 

（趣旨） 

第１条 この規則は、動物の愛護及び管理に関する条例（平成12年宮城県条例第137号。以

下「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この規則において使用する用語は、条例において使用する用語の例による。 

（犬又は猫の引取り） 

第３条 動物の愛護及び管理に関する法律（昭和48年法律第105号。以下「法」という。）

第35条第１項の規定により犬又は猫の引取りを求める飼い主は、知事に犬又は猫の引取り

依頼申請書（様式第１号）を提出しなければならない。 

２ 法第35条第３項の規定により所有者の判明しない犬又は猫の引取りを求める者（以下こ

の項において「犬又は猫の引取りを求める者」という。）は、知事に所有者の判明しない

犬又は猫の引取り依頼申請書（様式第２号）を提出しなければならない。ただし、犬又は

猫の引取りを求める者の依頼により警察本部又は警察署（以下「警察署等」という。）で

犬又は猫を一時的に預かった場合において、当該犬又は猫を警察署等から引き取るときは、

警察職員が犬又は猫の引取りを求める者から犬又は猫を一時預かる際に作成した書類の

写しをもって所有者の判明しない犬又は猫の引取り依頼申請書に代えることができる。 

（公示） 

第４条 条例第８条第２項（条例第９条第２項において準用する場合を含む。次項において

同じ。）の規定による公示は、様式第３号により、当該犬を収容した保健所（支所を含む。）

又は動物愛護センターの掲示場に掲示して行うものとする。 
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２ 条例第８条第２項の規則で定める期間は、２日間とする。 

（譲渡の申請） 

第５条 条例第９条第１項の規定による犬又は猫の譲渡を受けようとする者は、知事に譲渡

申請書（様式第４号）を提出しなければならない。 

（野犬の駆除） 

第６条 条例第10条第１項の規定による野犬の駆除は、薬物入りのえさを道路、空き地、広

場、堤防その他適当な地表に配置することにより行うものとする。 

２ 薬物入りのえさを配置する場合は、配置した薬物入りのえさごとに、様式第５号により、

薬物入りのえさである旨を表示しなければならない。 

３ 薬物入りのえさは、野犬の駆除が終了した後直ちに回収するものとする。 

第７条 条例第10条第２項の規定による周知は、次に掲げる方法により行うものとする。 

（1） 野犬の駆除を行う区域及びその付近に居住する狂犬病予防法（昭和25年法律第247

号）第４条第１項の登録を受けた犬の所有者に対して、様式第６号により通知をするこ

と。 

（2） 野犬の駆除を行う区域及びその付近の公衆の見やすい場所に、様式第７号により

掲示をすること。 

２ 前項第１号の通知は野犬の駆除を開始する日の３日前までに、同項第２号の掲示は野犬

の駆除を開始する日の３日前から野犬の駆除を終了する日までの間、行わなければならな

い。 

（届出の様式） 

第８条 条例第11条第１項の規定による届出は、飼い犬によるこう傷届（様式第８号）によ

るものとする。 

２ 条例第14条第３項の規定による届出は、事故届（様式第９号）によるものとする。 

（身分証明書） 

第９条 条例第15条第２項の身分を示す証明書は、様式第10号によるものとする。 

（引き取られた犬等の返還） 

第10条 条例第17条第２項に規定する引き取られた犬等の返還を求める飼い主は、知事に返

還申請書（様式第11号）を提出しなければならない。 

２ 条例第17条第２項の規定により前項の飼い主が負担しなければならない費用の額は、次

の各号に掲げる区分に応じ、それぞれ当該各号に定める額の合計額とする。 

（1） 飼養保管費 １頭１日につき500円 

（2） 返還費 １頭につき2,000円 

（手数料の納入方法） 

第11条 条例第17条第３項の知事が別に定める方法は、次に掲げる方法とする。 

（1） 現金による方法 

（2） 地方自治法（昭和22年法律第67号）第231条の２の２の規定により指定納付受託者
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（同法第231条の２の３第１項に規定する指定納付受託者をいう。）に納付を委託する

方法 

（手数料の免除） 

第12条 条例第17条第５項に規定する特別の理由があると認めるときは、法第25条第１項及

び第４項に規定する事態を早急に改善する必要がある場合であって、生活保護法（昭和25

年法律第144号）第６条第１項に規定する被保護者その他知事が特別の理由があると認め

る者が、犬又は猫の引取りを求めるときとする。 

２ 条例第17条第５項の規定により、手数料の全部又は一部の免除を受けようとする者は、

あらかじめ、犬又は猫の引取り手数料免除申請書（様式第12号）を知事に提出しなければ

ならない。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成13年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正前の危険な動物の飼養及び保管に関する条例施行規則の規定による諸様式で取扱

い上著しく支障のないものについては、当分の間、改正後の動物の愛護及び管理に関する

条例施行規則の規定によるものとみなす。 
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附 則（平成18年規則第18号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成18年６月１日から施行する。 

（飼い犬取締条例施行規則の廃止） 

２ 飼い犬取締条例施行規則（昭和41年宮城県規則第83号）は、廃止する。 

附 則（平成20年規則第９号） 

この規則は、平成20年４月１日から施行する。 

附 則（平成25年規則第67号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成25年９月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正前の動物の愛護及び管理に関する条例施行規則の規定による諸様式で取扱い上著

しく支障のないものについては、当分の間、改正後の動物の愛護及び管理に関する条例施

行規則の規定によるものとみなす。 

附 則（令和２年規則第26号） 

この規則は、令和２年６月１日から施行する。ただし、第10条の次に１条を加える改正規

定及び様式第11号の次に１様式を加える改正規定は令和２年４月１日から、様式第１号から

様式第４号まで及び様式第７号に備考を加える改正規定、様式第８号の改正規定、様式第９

号に備考を加える改正規定、様式第10号（表面）の改正規定並びに様式第11号の改正規定は

公布の日から施行する。 

附 則（令和２年規則第68号） 

この規則は、令和２年６月１日から施行する。 

附 則（令和４年規則第25号） 

（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際現に改正前の各規則の規定に基づいて提出等された申請書等は、そ

れぞれ改正後の各規則の規定に基づいて提出等された申請書等とみなす。 

３ 改正前の各規則の規定による諸様式で取扱い上著しく支障のないものについては、当分

の間、改正後の各規則の規定によるものとみなす。 

附 則（令和７年規則第11号） 

（施行期日） 

１ この規則は、令和７年２月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正前の動物の愛護及び管理に関する条例施行規則の規定による諸様式で取扱い上著

しく支障のないものについては、当分の間、改正後の動物の愛護及び管理に関する条例施
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行規則の規定によるものとみなす。 

附 則（令和７年規則第127号） 

（施行期日） 

１ この規則は、令和７年10月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際現に第３条、第５条、第７条から第13条まで、第15条から第17条ま

で、第19条から第26条まで、第28条、第32条、第34条、第35条、第39条、第40条、第45

条及び第47条（以下これらを「各規則」という。）の規定による改正前の各規則の規定に

より提出等された申請書等は、それぞれ改正後の各規則の規定により提出等された申請書

等とみなす。 

３ 改正前の各規則の規定による諸様式で取扱い上著しく支障のないものについては、当分

の間、改正後の各規則の規定によるものとみなす。 

附 則（令和８年規則第35号） 

（施行期日） 

１ この規則は、令和８年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正前の動物の愛護及び管理に関する条例施行規則の規定による諸様式で取扱い上著

しく支障のないものについては、当分の間、改正後の動物の愛護及び管理に関する条例施

行規則の規定によるものとみなす。 
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様式第１号（第３条関係） 

様式第２号（第３条関係） 

様式第３号（第４条関係） 

様式第４号（第５条関係） 

様式第５号（第６条関係） 

様式第６号（第７条関係） 

様式第７号（第７条関係） 

様式第８号（第８条関係） 

様式第９号（第８条関係） 

様式第10号（第９条関係） 

様式第11号（第10条関係） 

様式第12号（第12条関係） 

 


